
九州積水工業株式会社



日本工業規格（JIS）表示認定

　九州積水工業株式会社

　佐賀県神埼市千代田町柳島225-1

　硬質塩化ビニル管・継手

　　96名 (2021年4月）

生産施設面積

鳥栖市に設立

会社名

所在地

主要製品

1963年

工場の歩み

セキスイハイムの組立加工業務開始

施設関連（㎡）
敷地面積

1999年

1997年 西日本セキスイ工業（株）分社

1989年 TPM活動開始

1964年

従業員数

17,291

環境施設面積

43,303

FRP複合パイプ（タフポール）生産開始

158,873

ISO9002認証取得

1980年

1975年

千代田に新工場建設移転

2007年

ビオトープ開園式

2002年 OSHMS本社認証取得

2000年

ISO14001認証取得

ゼロエミッション達成

2001年
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ISO9001（2000年度版）移行認証取得

2005年

佐賀労働局長表彰『優良賞』受賞

2012年10月

2006年

2014年3月 建材用カラーパイプ・カラー継手生産開始

2008年10月

（社）佐賀県労働基準協会表彰「無災害事業
所（５年間）」受賞

サンエス千代田株式会社の組織を九州積水へ統合

通信会社向け通信立上管生産開始

ISO14001（2000年度版）移行認証取得

ポリエチレン管生産～梱包ライン近接化

平成20年度緑化優良工場表彰『財団法人日本緑化
センター会長賞』受賞

メガソーラー稼動　（発電容量　1,402Mwh/年）

2016年8月

2020年1月

建材用ＵＶストロングパイプ・継手生産開始

会所マス生産移管

日本ガス協会/GPP（ガス用ポリエチレン管）認証取得

2013年12月

2013年12月

2013年10月 配水用ポリエチレン管JWW認証取得

2018年1月

環境負荷概要原材料（主なもの）エネルギー・水事 業 所 概 要事 業 所 概 要

管材工場

本社・工場（上空から）

本館事務所

物流B棟

物流Ａ棟

ビオトープ

国道385号線

正門

ﾒｶﾞﾞｿｰﾗｰ
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■ＰＣＢ使用機器の適正処理を実施

ＰＣＢ使用機器を国の指定する機関（『日本環境安全事業株式会社』）にて、適正に処理しました。
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2021年度の環境目標と実績

原 材 料

エネルギー・水

環境負荷概要
INPUT OUTPUT

％

－

PRTR対象

112.89 t/年

リサイクル率

122.5

産業廃棄物

廃棄物

100

一般廃棄物

スチレン

3.1

排気ガス NOx（窒素酸化物）

Kg/年鉛及びその化合物

3,341 ｔ/年CO2（炭酸ガス）

227.4 Kg/年

Kg/年有機錫化合物

－

－

SOx（硫黄酸化物）

2.9

10,689

－ KL/年

MWH/年電気

重油

軽油

ガソリン

灯油

ＬＰＧ

地下水 242,640t/年

0.7

KL/年

KL/年

　　 　0.54ｔ/年

KL/年43.0

１．事業所ビオトープを連活用し、地域住民と共に

年4回以上

１．ＰＲＴＲ法に基づく「第１種指定化学物質」の

15.7％減少

10.2%減少

生産量原単位

２．事業所ビオトープを活用し、定期的な手入れ作業を

　　実施し、従業員の自然保護意識の高揚を図る。

　　自然保護活動を実施する。

　　事務用品の購入を行う。

環境
保全

化学
物質 　　排出量・移動量の管理と低減

１．廃棄物の発生量の削減

　　浄化槽設備の保全・保守を定期的に実施し、

自然
保護

検査項目の規制内値の
維持（4項目）

　　生産量原単位を2018年度比で30.0％削減する。

　　維持管理する。

２．積水化学のグリーン購入ガイドラインに沿った

１．浄化槽水質の管理

　　法定水質検査を受けて、水質の維持管理に努める。

○

実績値

　2020年度の1.0％削減

生産量原単位

100%

４項目すべて規
制値内

年1回以上

グリーン購入率
95％以上

「ビオトープ観察会」等

〇
2020年度の1.0％削減

1.0％減少

手入れ作業実施

○

4回実施 ○

1回実施 〇

グリーン購入率
96.3％

目　　標

廃棄物

○

適正処理100％
適正処理

○

省エネ
ルギー 　　生産量原単位を2016年度比で3.0％削減する。

２．廃棄物の分別徹底と適正処理を100％

評価目標値

〇
2020年度の15.0％削減

生産量原単位１．炭酸ガスの排出量の削減



○

（10年度より管理目標を『原単

位』へ変更しています。）

○

（10年度より管理目標を『原単

位』へ変更しています。）

※換算値です。

○

（10年度より管理目標を『原単

位』へ変更しています。）

○

（10年度より管理目標を『原単

位』へ変更しています。）

有価物の引取対象品を増や
したことにより目標達成とな
りました。

チラー等省エネ投資効果の発
現により目標を達成できまし
た。

省エネ会議の展開により電力
の削減を進めていきました。
成型機に電力計を取付け電
力の見える化によるムダ電力
の削減に取り組みました。

廃棄物発生量（Kｇ)
原単位＝

生産量（ｔ）

原単位＝
生産量（ｔ）

電力使用量（Kwh)

炭酸ガス排出量（ｔ)

生産量（ｔ）
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PRTR対象化学物質の2018年
度活動として、場内ﾘｻｲｸﾙの
徹底を図っていくことと、一般
管の脱鉛配合の推進を行い、
さらなる削減を目指します。
VOC対象のｽﾁﾚﾝも複合材部
門の生産効率向上により削減
に貢献していきます。

原単位＝

重点活動項目の実績推移
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PRTR物質排出原単位推移

原単位

環境管理体制
緊急事態対応体制法規制項目の測定データ

（△6.8%）

（kg/ｔ）*100
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規制法 項目 対象 要求事項 単位 法規制 条例 実績（最大値） 評価

水
質

水質汚濁防止法 排水基準 工場排水 ｐH（水素イオン濃度） 5.8～8.6 5.8～8.6 8.4 △

BOD(生物化学的酸素要求量) mg/L 160 160 1.9 ○

SS(水中懸濁物質) mg/L 200 200 3 ○

Pb（鉛） mg/L 0.1 0.08 0.01未満 ○

騒
音

騒音規制法 敷地境界騒音 空気圧縮機 朝、夕 ｄB 50 50 50 ○

射出成型機 昼 ｄB 60 60 50 ○

送風機 夜 ｄB 50 50 46 ○

振
動

振動規制法 敷地境界振動 空気圧縮機 昼 ｄB 60 60 43 ○

射出成型機 夜 ｄB 55 55 30未満 ○

物流Ａ棟

物流Ｂ棟

管材工場棟住資工場棟

物流棟

ビオトープ

騒音、振動測定位置

悪臭測定位置

排水水質測定位置

管材工場棟住資工場棟

物流棟

ビオトープ

騒音、振動測定位置

悪臭測定位置

排水水質測定位置

管材工場棟住資工場棟

物流棟

ビオトープ

騒音、振動測定位置

悪臭測定位置

排水水質測定位置



・環境管理委員会
・省エネルギー分科会
・ゼロエミッション分科会
・ビオトープ委員会

人身事故　　　　119消防署

※その他の緊急事態

勤務時間中⇒場内放送
休日・夜間⇒緊急時連絡網

１．二酸化炭素の発生量抑制の為、省エネルギーの
　　方策をたて継続的削減を図る。 　　0.152CO2ｔ/ｔ⇒0.150CO2ｔ/ｔ

１．産業廃棄物の外部排出を減少し地球環境改善に

　　貢献する。 　　5.12kg/ｔ⇒5.07kg/ｔ

２．廃棄物の分別徹底と適正処理を100％維持管理する。 適正処理100％

１．調達先、製品のグリーン度を調査して、積水化学の グリーン購入率

　　グリーン調達基準に沿った原材料、部品を調達する。 　　95.0%以上

１．事業所ビオトープ等を活用し、地域住民と共に

　　自然保護活動を実施する。 　　年1回以上

２．事業所ビオトープを活用し、定期的な手入れ作業の実

　　施により、次世代育成と地域社会への貢献を推進する。 　　年4回以上

１．ＰＲＴＲ法に基づく「第1種指定化学物質」の排出量 21年度比　生産量原単位1％削減

　　移動量の管理と低減。

環境
保全

応急処置

－６－

緊急対策本部設営
地域近隣への通報

目　　的

省エネ
ルギー

目標値

化学
物質

自然
保護

廃棄物

代表取締役社長

環境管理責任者 法定管理者
(学)中村学園

管理部

ｱｲ・ｼｰｴｽ
物流(株)製造部

管理部長通報

近辺従業員周知

「緊急事態対応マニュアル」で対応

21年度比　生産量原単位1.0％削減

21年度比　生産量原単位1.0％削減

「生き物観察会」等

官公庁・会社関連

「ビオトープ池の清掃・外来種除去」等

環境管理体制
【九州積水工業株式会社】

緊急事態対応体制

緊急事態又はその可能性の発生

発見者

当
該
部
署

2022年度の環境目的・目標

＊火災・爆発

第一発見者
①火災報知器を押す
②消防署へ通報
③初期消火（人を呼ぶ）
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ビオトープのあゆみ
ビオトープ活動を通じて環境保護活動の意識高揚を図っています。

2001年4月

ビオトープ開園式、一般開放
記念植樹51本

2000年9月

工場敷地内北東部 2001年2月

クスノキ、ツルヨシ植樹
フナ、ハヤ放流

2002年2月

千代田東部小学校
総合学習で来園

2001年7月

廃棄電柱で
手作りの橋架け

2003年1月

千代田町緑の少年団と植樹

千代田中部小学校の校長先生も参加

2019年8月

佐賀大学生
ビオトープ見学

2005年6月
除草作業

『郷土と自然に親しむ会』（2005/8/20）

千代田町民グループ「郷土と自然に
親しむ会」メンバーと九積ビオトープ委員
が夏の自然体験イベントを開催しました。

2002年8月
ヒクイナの孵化（４羽）

2005年12月に、ビオトープ開設

から現在に至るまでの活動や、

植樹祭等イベントが記録された

ＤＶＤが完成しました。

当社の環境保全の取り組みの

一環であるビオトープ創造活動の

ＰＲとして、来社されたお客様や
工場見学時に上映しています。

「水と緑と」ビオトープ物語

2007年5月
池の清掃

現在、アラカシ・スズメノエンドウ
など100種類を超える植物や、
ヒバリ・コチドリなど30数種の野
鳥たちが集うようになりました。

老朽化したフェンスを
改修しました。

ｵｵﾑﾗｻｷの幼虫を
飼育予定です。



・ビオトープでの生きもの観察を通じて地元の自然環境について学ぶ（2021/10月）

千代田東部小学校2年生の生活科の授業として生きもの探しや観察・スケッチを行う生きもの観察会を開催

生きものを探して・・・ いろんな生きものをよく観察します

有明海クリーンアップ作戦　２０２１年１１月 清掃活動を通して海の大切さを考え、有明海を美しい海に戻す取組

有明海はさまざまな生物がすむ自然の宝庫でありこの宝の海を守るため有明海沿岸４県が一つになって実施している海浜清掃活動です。

  『寄付型自動販売機設置』（2021年6月～11月）   『古着deワクチン』（2021年７月）

場内にある自動販売機５台を寄付型に変更しました。 古着を回収し寄付することでワクチン接種に貢献

九州積水自然塾開催 九州積水独自で自然塾を開催し、従業員の自然保護の啓発を

図るとともに、リーダーの育成を目指しています。

－８－

その他の活動


